
公
共
交
通
計
画
の
策
定
支
援

Ａ
Ｉ
と
住
民
参
加
型

合
意
形
成
基
盤
活
用
エイト日技ら

　
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発
は


自
治
体
の
公
共
交
通
計
画
策
定

支
援
に
Ａ
Ｉ
ツ

ル
を
活
用
す

る

市
民
参
加
型
の
合
意
形
成

ウ
エ
ブ
プ
ラ

ト
フ


ム
を

提
供
す
る
Ｌ
ｉ
ｑ
ｕ
ｉ
ｔ
ｏ
ｕ

ｓ
︵
リ
キ
タ
ス

横
浜
市
戸
塚

区

栗
本
拓
幸
代
表
取
締
役
兼

最
高
経
営
責
任
者
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶

と
の
共
同
プ
ロ
ジ

ク
ト

Ａ

Ｉ
で
計
画
策
定
作
業
を
効
率
化

し

多
様
な
関
係
者
と
の
調
整

に
プ
ラ

ト
フ


ム
を
使


て
計
画
内
容
を
詰
め
る

年
度

内
の
提
供
開
始
を
目
指
す


　
Ａ
Ｉ
ツ

ル
を
活
用
し

自

治
体
の
基
礎
情
報
や
地
域
の
交

通
関
連
デ

タ
に
関
す
る
▽
資

料
確
認
▽
制
度
・
事
例
調
査
▽

分
析
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
︵
重
要
業
績
指

標
︶
検
討
▽
リ
ス
ク
や
修
正
点

の
確
認
▽
公
共
交
通
計
画
案
や

説
明
資
料
な
ど
成
果
物
の
作
成

｜
を
ワ
ン
ス
ト

プ
で
支
援
す

る


　
出
力
し
た
成
果
物
は

自
治

体
の
担
当
者
ら
が
原
典
や
引
用

箇
所
を
確
認
・
判
断
し
た
上
で

リ
キ
タ
ス
の
プ
ラ

ト
フ



ム
﹁
Ｌ
ｉ
ｑ
ｌ
ｉ
ｄ
︵
リ
ク
リ


ド
︶
﹂
に
展
開
す
る

ウ
エ

ブ
で
市
民
や
多
様
な
関
係
者
ら

か
ら
意
見
を
募
集
し

Ａ
Ｉ
ツ


ル
に
反
映

再
度
意
見
を
募

る
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し

最

終
的
な
計
画
策
定
を
支
援
す

る

東
京

群
馬

茨
城
の
３

都
県
の
自
治
体
で
実
証
し

現

場
の
声
を
取
り
入
れ
な
が
ら
開

発
を
進
め
て
い
る


　
両
社
は


年
７
月
に
﹁
都

市
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
の
市
民

参
加
・
合
意
形
成
支
援
﹂
で
業

務
提
携
し
た

エ
イ
ト
日
本
技

術
開
発
は

こ
れ
ま
で
培

た

公
共
交
通
計
画
策
定
支
援
の
知

見
を
提
供
す
る
リ
キ
タ
ス
は


全
国

以
上
の
自
治
体
な
ど
に

展
開
中
の
プ
ラ

ト
フ


ム

を
提
供
し

Ａ
Ｉ
エ

ジ

ン

ト
の
設
計
・
実
装
を
担
当
す
る

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